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五
月
十
七
日
、
岩
手
県
神
社

庁
二
階
大
会
議
室
に
て
、
平
成

二
十
八
年
度
岩
手
県
神
道
青
年

会
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

十
六
時
定
刻
に
神
殿
拝
礼
の
後

開
会
が
宣
言
さ
れ
、
国
歌
斉
唱
、

敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
と
続
き
、

菅
原
会
長
が
「
昨
年
一
年
間
の

総
括
と
、
今
年
度
の
計
画
を
慎

重
審
議
頂
き
た
い
。
ま
た
今
年

は
参
院
選
、
国
体
に
関
わ
る
奉

送
迎
活
動
等
、
皆
様
に
協
力
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
多
い
と
思

う
が
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
参
加

を
頂
き
た
い
」
旨
、
挨
拶
を
申
し

述
べ
た
。
来
賓
挨
拶
で
は
藤
原

庁
長
様
か
ら
「
参
院
選
に
注
目

し
て
い
る
が
、
改
憲
は
正
直
難

し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
ち
ら
が
正
論
を
大
上
段
か
ら

ぶ
つ
け
て
も
、
野
党
は
戦
争
法

な
ど
の
レ
ッ
テ
ル
張
り
で
、
主

婦
層
そ
し
て
今
回
引
き
下
げ
ら

れ
た
十
八
才
の
方
々
始
め
若
い

方
々
を
取
り
込
ん
で
し
ま
う
。

野
党
を
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
わ
せ

る
と
こ
ろ
か
ら
切
り
崩
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
大
統
領
選
は
ト
ラ
ン
プ
氏

の
勢
い
が
あ
る
が
、
彼
は
自
分

の
国
は
自
分
で
守
る
と
い
う
当

た
り
前
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る

だ
け
。
も
し
ト
ラ
ン
プ
氏
が
大

統
領
に
就
任
し
た
時
の
プ
ラ
ン

巌

神

青 
【
内 

 

容
】 

・
平
成
二
十
八
年
度 

定
時
総
会
開
催 

・
熊
本
地
震
支
援
物
資
活
動 

・
護
國
神
社
清
掃
奉
仕
活
動 

並
に
第
五
回
役
員
会
開
催 

・
護
國
神
社
清
掃
奉
仕
活
動 

並
に
第
六
回
役
員
会
開
催 

・
事
業
頒
布
品
頒
布
活
動 

・
熊
本
地
震
義
援
金
活
動 

・
天
照
御
祖
神
社 

式
年
祭
助
勢
活
動 

・
時
局
対
策
委
員
会 

選
挙
関
連
活
動 

・
役
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

平成 28 年度定時総会開催 



平成 28 年 6 月 15 日号 巌 神 青 岩手県神道青年会報 第 711 号 

 

            岩手県神道青年会ホームページ http://www.ganshinsei.jp/  2 

 

を
練
っ
て
お
く
こ
と
が
日
本
に

は
必
要
で
は
な
い
か
。
青
年
会

活
動
に
は
と
て
も
期
待
し
て
い

る
が
、
い
つ
も
同
じ
顔
ぶ
れ
だ
。

一
年
に
一
度
の
総
会
だ
け
で
も

出
て
来
て
酒
を
酌
み
交
わ
す
雰

囲
気
作
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

楽
し
い
青
年
会
活
動
を
展
開
し

て
欲
し
い
。」
と
の
挨
拶
を
賜
っ

た
。 続

い
て
多
田
常
任
委
員
が
議

長
に
選
出
さ
れ
、
六
、
そ
の
他
に

神
道
青
年
全
国
協
議
会
熊
本
地

震
第
一
次
復
興
支
援
活
動
報
告

の
件
が
追
加
さ
れ
た
以
外
は
全

て
原
案
通
り
拍
手
を
も
っ
て
可

決
さ
れ
た
。
総
会
後
は
新
入
会

員
の
紹
介
が
あ
り
、
志
賀
理
和

気
神
社
の
田
村
寛
仁
会
員
か
ら

挨
拶
を
頂
い
た
。
ま
た
熊
本
地

震
の
募
金
箱
も
設
置
さ
れ
、
六

万
円
ほ
ど
の
義
援
金
が
集
ま
っ

た
。
心
よ
り
の
感
謝
を
表
す
る

次
第
で
あ
る
。 

菜
園
の
「
ね
ま
る
」
を
会
場
に

開
か
れ
た
会
員
懇
親
会
で
は
、

来
賓
に
岩
手
県
神
社
庁
参
事
新

山
敏
彦
さ
ま
、
そ
し
て
田
中
真

一
様
を
迎
え
、
賑
や
か
に
開
催

さ
れ
た
。
特
に
も
田
中
真
一
さ

ま
に
は
親
し
く
ご
挨
拶
頂
き
、

「
私
の
役
目
は
皆
様
か
ら
の
声

を
国
政
に
届
け
る
こ
と
に
あ
る
。

我
が
国
の
こ
と
を
一
番
勉
強
さ

れ
て
い
る
の
は
神
職
の
皆
様
で

あ
る
。
皆
様
に
沢
山
意
見
を
頂

い
て
勉
強
さ
せ
て
頂
き
た
い
。
」

と
の
御
言
葉
を
頂
戴
し
て
、
会

員
一
同
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
っ
た
。 

三
月
二
十
四
日
、
第
五
回
役

員
会
と
恒
例
の
護
國
神
社
清
掃

奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
た
。 

清
掃
奉
仕
活
動
は
、
建
物
内

は
掃
除
し
た
ば
か
り
と
の
こ
と

で
、
参
道
の
杉
葉
を
竹
箒
に
て

掃
き
清
め
た
。 

役
員
会
に
お
い
て
は
、
ま
ず

諸
報
告
が
な
さ
れ
、
質
疑
で
は

各
種
慰
霊
祭
に
関
し
て
活
発
な

意
見
を
頂
き
、
な
か
で
も
東
北

六
県
主
催
の
慰
霊
祭
に
関
し
て

「
年
々
参
加
者
が
減
っ
て
い
る

気
が
す
る
。
ま
た
、
遺
族
の
方
に

対
し
て
「
ま
だ
参
拝
の
お
済
み

で
な
い
方
」
と
一
括
り
に
す
る

の
は
失
礼
で
は
な
い
か
」
と
い

護
國
神
社
清
掃
奉
仕
活
動 

並
び
に
第
五
回
役
員
会
開
催 
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っ
た
意
見
や
、「
シ
ャ
ッ
タ
ー
音

が
激
し
い
。
厳
か
さ
が
失
わ
れ

る
の
で
、
報
道
規
制
が
必
要
と

感
じ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
全
国
神
青
協
に
出

向
し
て
い
る
藤
原
常
任
委
員
よ

り
、
六
月
七
、
八
日
に
神
武
天
皇

崩
御
二
千
六
百
年
大
祭
が
斎
行

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、

各
単
位
会
か
ら
一
名
奉
仕
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
希
望

者
を
募
っ
て
い
る
旨
の
連
絡
が

あ
っ
た
。
参
列
は
何
人
で
も
良

い
と
の
こ
と
な
の
で
、
会
員
に

は
こ
の
貴
重
な
機
会
を
活
か
し

て
頂
き
た
い
。 

協
議
事
項
で
は
主
に
、
今
年

当
番
県
に
当
た
っ
て
い
る
六
県

親
睦
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。
小
野
書
記

よ
り
、
フ
ッ
ト
サ
ル
・
イ
ン
デ
ィ

ア
カ
・
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
・
ス
ロ
ー

ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
、
谷

藤
書
記
か
ら
は
カ
ー
リ
ン
グ
・

ス
ケ
ー
ト
が
提
案
さ
れ
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
の
道
具
な
ど
も
実
際

に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
り
、

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を

ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
な
ど
、
両
者

一
歩
も
譲
ら
ぬ
熱
い
プ
レ
ゼ
ン

合
戦
と
な
っ
た
が
、
最
終
的
に

は
多
数
決
に
て
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

に
決
ま
っ
た
。 

ま
た
、
岩
手
国
体
に
あ
た
り

御
皇
室
の
御
奉
迎
活
動
に
関
し

て
は
、
提
灯
行
列
や
パ
レ
ー
ド

な
ど
は
県
庁
所
在
地
と
開
会
式

開
催
地
、
そ
し
て
宿
泊
地
が
全

部
異
な
る
と
い
う
点
な
ど
を
鑑

み
て
現
実
的
で
は
な
い
と
の
説

明
が
な
さ
れ
、
国
旗
小
旗
頒
布

活
動
を
メ
イ
ン
に
行
う
こ
と
で

議
決
さ
れ
た
。
十
月
一
日
か
ら

の
開
催
期
間
中
、
県
内
の
ど
こ

か
で
は
常
に
奉
迎
活
動
が
行
わ

れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
会
員

の
皆
様
に
は
ご
負
担
を
お
掛
け

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、

是
非
万
難
を
排
し
て
ご
協
力
願

い
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

役
員
会
終
了
後
は
菜
園
の

「
う
し
亭
」
で
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。 

和
風
の
ポ
ト
フ
や
サ
ラ
ダ
、

ス
テ
ー
キ
、
甘
辛
い
タ
レ
を
か

ら
め
た
魚
料
理
な
ど
を
頬
張
っ

て
い
る
と
、
伊
藤
顧
問
よ
り
、
菅

原
し
ず
か
地
区
委
員
と
結
婚
す

る
旨
報
告
が
あ
り
、
ビ
ッ
グ
カ

ッ
プ
ル
の
誕
生
に
会
場
は
一
気

に
御
祝
い
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
。

会
場
か
ら
は
、
な
れ
そ
め
を
教

え
て
欲
し
い
な
ど
の
質
問
が
飛

び
交
い
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
た
が
、

聞
く
こ
と
能
わ
ず
で
あ
っ
た
。

六
月
十
八
日
の
披
露
宴
や
二
次

会
の
様
子
は
次
回
の
巌
神
青
に

て
報
告
出
来
れ
ば
と
思
う
。
ま

た
、
鈴
木
常
任
委
員
か
ら
は
、
建

築
中
の
自
宅
が
晴
れ
て
上
棟
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
三
月
二

十
六
日
午
前
十
一
時
半
よ
り
餅

蒔
き
を
開
催
す
る
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。
お
祝
い
事
が
二
つ
も

重
な
り
、
近
年
ま
れ
に
見
る
お

め
で
た
い
懇
親
会
と
な
っ
た
。 

四
月
二
十
日
午
前
九
時
半
よ

り
、
一
関
八
幡
神
社
社
務
所
に

お
い
て
熊
本
震
災
へ
の
支
援
物

資
の
発
送
作
業
に
あ
た
っ
た
。 

岩
手
県
神
社
庁
、
岩
手
県
神

道
青
年
会
よ
り
飲
料
水
を
始
め

生
理
用
品
、
カ
ッ
プ
麺
等
を
有

限
会
社
ウ
イ
ン
サ
ム
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
様
の
九
州
便
の
ト
ラ
ッ

熊
本
地
震
支
援
物
資
活
動 
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ク
へ
左
記
の
物
資
の
積
み
込
み

作
業
を
お
こ
な
い
十
三
時
十
五

分
に
出
発
し
た
。 

支
援
物
資
受
け
入
れ
先
の
福

岡
県
久
留
米
市
の
水
天
宮
に
は

二
十
二
日
午
前
九
時
に
無
事
到

着
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

四
月
二
十
四
日
、
第
六
回
役

員
会
並
び
に
岩
手
護
國
神
社
の

清
掃
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
た
。 

す
っ
か
り
恒
例
と
な
っ
た
清

掃
奉
仕
で
は
、
桜
花
爛
漫
の
晴

れ
や
か
な
春
晴
れ
の
も
と
草
取

り
作
業
を
行
っ
た
。
や
は
り
護

國
神
社
に
は
桜
が
よ
く
似
合
う
。

一
年
間
の
清
掃
奉
仕
に
英
霊
が

お
応
え
頂
い
た
よ
う
な
天
候
に

感
激
し
つ
つ
の
奉
仕
作
業
で
あ

っ
た
。
役
員
会
で
は
報
告
事
項

に
お
い
て
、
東
北
六
県
役
員
会

の
結
果
禊
錬
成
会
が
六
月
十
五

日
～
十
六
日
の
日
程
で
、
ま
た

親
睦
事
業
が
十
月
二
十
五
日
～

二
十
六
日
の
日
程
で
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
先

般
の
熊
本
地
震
物
資
支
援
活
動

に
つ
い
て
、
お
預
か
り
し
た
物

資
が
二
十
二
日
に
無
事
水
天
宮

に
搬
入
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。
協
議
事
項
に
於
い

て
は
主
に
来
た
る
五
月
十
七
日

に
開
催
さ
れ
る
定
時
総
会
の
資

料
の
精
査
が
行
わ
れ
、
活
発
な

質
疑
、
訂
正
案
等
が
出
さ
れ
、
よ

り
質
の
高
い
総
会
資
料
と
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
親
子
禊

に
つ
い
て
も
協
議
が
行
わ
れ
、

ま
だ
開
催
し
た
こ
と
の
な
い
支

部
で
の
開
催
を
目
指
す
こ
と
で

意
見
の
一
致
を
見
た
。
そ
の
他

に
お
い
て
は
、
通
信
費
の
削
減

を
見
込
ん
で
、
今
現
在
役
員
の

み
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
て
各

種
案
内
を
送
付
し
て
い
た
も
の

を
、
会
員
に
ま
で
拡
大
し
て
行

い
た
い
旨
提
案
が
あ
り
、
各
地

区
委
員
に
会
員
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
収
集
す
る
よ
う
お
願
い

が
あ
っ
た
。
各
委
員
会
か
ら
で

は
、
事
業
委
員
会
か
ら
は
事
業

頒
布
品
の
未
収
金
が
あ
る
と
の

報
告
が
あ
り
、
事
業
委
員
だ
け

で
は
な
く
会
全
体
と
し
て
回
収

作
業
を
進
め
て
い
く
と
の
結
論

に
達
し
た
。
広
報
委
員
会
か
ら

は
五
月
中
を
め
ど
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
所
有
神
社
へ
、
青
年
会

HP

へ
の
掲
載
の
可
否
並
び
に
相
互

リ
ン
ク
の
お
願
い
状
を
発
送
す

る
予
定
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ

り
、
ま
た
、
役
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

へ
の
ご
協
力
に
つ
い
て
お
願
い

が
あ
っ
た
。
時
局
対
策
委
員
会

か
ら
は
、
今
夏
の
参
院
選
に
む

け
て
、
田
中
真
一
氏
か
ら
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
よ
り
活

動
を
開
始
す
る
と
の
連
絡
を
頂

い
た
旨
報
告
が
あ
り
、
最
初
の

護
國
神
社
清
掃
奉
仕
活
動 

並
び
に
第
六
回
役
員
会
開
催 
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活
動
と
し
て
事
務
所
の
移
転
引

っ
越
し
活
動
を
予
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

懇
親
会
は
菜
園
の
「
ゆ
家
」
で

行
わ
れ
、
満
開
の
桜
へ
思
い
を

馳
せ
つ
つ
、
今
が
旬
の
行
者
ニ

ン
ニ
ク
や
わ
ら
び
の
天
ぷ
ら
の

サ
ク
ッ
と
し
た
食
感
と
山
菜
特

有
の
ほ
ろ
苦
さ
に
ほ
っ
ぺ
た
が

落
ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
ビ
ー

ル
を
流
し
込
み
、
そ
の
後
に
出

さ
れ
た
刺
身
や
鶏
肉
料
理
な
ど

に
も
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
参
加

者
一
同
大
い
に
懇
親
を
深
め
合

っ
た
。 

四
月
二
十
五
日
、
盛
岡
八
幡

宮
参
集
殿
に
て
開
催
さ
れ
た
教

養
研
修
会
に
お
い
て
、
事
業
頒

布
品
の
頒
布
活
動
を
行
っ
た
。 

四
月
二
十
五
日
の
教
養
研
修

会
並
び
に
五
月
十
七
日
の
総
会

時
に
、
熊
本
地
震
の
義
援
金
募

金
活
動
を
行
っ
た
。
一
日
も
早

い
復
興
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。 

六
月
四
日
、
東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
活
動
と
し
て
、
大
船

渡
市
三
陸
町
鎮
座
「
天
照
御
祖

神
社
（
熊
谷
憲
治
宮
司
）
」
の
式

年
祭
助
勢
活
動
を
行
っ
た
。 

小
田
島
地
区
委
員
、
駒
形
地

区
委
員
、
小
野
寺
事
務
局
長
、
岩

山
会
員
の
参
加
の
も
と
、
発
輿

祭
、
神
輿
渡
御
、
御
旅
所
祭
、
還

幸
祭
を
ご
奉
仕
し
た
。  

五
年
毎
に
行
わ
れ
て
い
る
式

年
大
祭
、
前
回
は
震
災
の
年
で

少
し
規
模
を
縮
小
し
行
な
わ
れ

た
そ
う
だ
が
、
今
回
は
御
輿
渡

御
の
行
列
も
一
五
〇
人
ほ
ど
と

な
り
、
震
災
前
の
よ
う
に
盛
大

な
お
祭
り
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。 

五
月
十
三
日
選
挙
に
つ
い
て

の
勉
強
会
並
び
に
懇
親
会
が
奥

州
市
水
沢
区
の
「
酒
と
肴
の
店 

味
川
」
に
お
い
て
、
藤
原
崇
衆
議

院
議
員
様
、
駒
形
神
社
宮
司
山

下
明
様
の
ご
来
席
の
下
、
開
催

さ
れ
た
。 

事
業
頒
布
品
頒
布
活
動 

熊
本
地
震
義
援
金
活
動 

大
震
災
復
興
支
援
活
動 

天
照
御
祖
神
社
式
年
祭
助
勢 

時
局
対
策
委
員
会 

選
挙
関
連
活
動 
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五
月
十
九
、
二
十
六
、
二
十
七

日
に
は
、
田
中
真
一
氏
の
事
務

所
移
転
作
業
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

折
り
・
事
務
所
片
付
け
・
為
書
き

掲
示
作
業
な
ど
の
助
勢
活
動
を

行
っ
た
。 

【
項
目
】
①
名
前
②
役
職
③
所

属
支
部
④
奉
務
神
社
⑤
独
身o

r

既
婚
⑥
趣
味
⑦
好
き
な
芸
能
人

や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
⑧
休
日
の
過

ご
し
方
⑨
神
明
奉
仕
に
あ
た
っ

て
心
が
け
て
い
る
こ
と
⑩
影
響

を
受
け
た
本
⑪
座
右
の
銘
⑫
あ

な
た
に
と
っ
て
ズ
バ
リ
神
道
と

は
？
⑬
青
年
会
に
期
待
す
る
こ

と
⑭
こ
ん
な
活
動
が
し
た
い
！

⑮
役
職
就
任
に
あ
た
り
抱
負
を

一
言 

 ▼
①
田
村
清
子(

た
む
ら
さ
や
こ)

②
常
任
委
員
③
紫
波
支
部
④
志

賀
理
和
気
神
社
⑤
独
身 

父
・

母
・
妹
・
弟
⑥
観
察
⑦
阿
部
サ
ダ

ヲ
さ
ん
⑧
何
も
し
な
い
で
過
ご

す
⑨
最
善
を
尽
く
す
⑩
『
幸
福
な

王
子
（
オ
ス
カ
ー
・
ワ
イ
ル
ド
）』

⑪
足
る
を
知
る
⑫
道
⑬
青
年
会

卒
業
後
に
つ
な
が
る
関
係
を
築

い
て
い
け
る
よ
う
な
会
だ
と
い

い
で
す
⑭
親
睦
事
業
⑮
至
ら
な

い
こ
と
だ
ら
け
で
す
が
頑
張
り

ま
す 

 ▼
①
熊
谷
政
秀(

く
ま
が
い
ま
さ

ひ
で)
②
地
区
委
員
③
盛
岡
市
支

部
④
熊
野
神
社
⑤
既
婚
（
長
女
）

⑥
模
索
中
⑦
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ
⑧
雑
事
の
処
理
⑨
心
を

込
め
て
丁
寧
に
⑩
重
松
清
全
般

⑪
至
誠
天
に
通
ず
⑫
神
様
に
恥

じ
な
い
行
動
を
常
に
考
え
る
⑬

一
致
団
結
⑭
色
々
な
分
野
の

方
々
と
の
交
流
⑮
微
力
な
が
ら

頑
張
り
ま
す 

 ▼

①
花
輪
宗
嗣(

は
な
わ
む
ね
つ

ぐ)

②
地
区
委
員
③
上
閉
伊
支
部

④
鵜
住
神
社
⑤
既
婚
・
子
供
二
人

⑥
釣
り
⑦
、
⑧
無
記
入
⑨
心
⑩
、

⑪
、
⑫
、
⑬
、
⑭
無
記
入
⑮
縁
の

下
の
力
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す 

※
役
員
の
皆
様
に
は
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
！ 

 

伊
藤 

幸
夫 

 

顧
問 

 

し
ず
か 

地
区
委
員 

 

郡
山 

宗
臣 

 

会
員 

 
 
 
 

ひ
と
み 

夫
人 

菅
原
政
憲
会
長
・
史
穂
子
常
任

委
員
夫
妻 

長
男 

政
陽(

ま
さ
は
る)

君 

【
編
集
後
記
】 

ま
ず
も
っ
て
、
四
月
十
四
日

以
降
群
発
し
て
い
る
熊
本
地
震

の
犠
牲
者
に
哀
悼
の
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ

ま
し
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
で
は
沢
山
の

支
援
を
頂
い
た
当
県
で
す
。
記

事
中
の
支
援
物
資
の
送
付
活
動

や
義
援
金
活
動
を
通
し
て
、
一

日
も
早
い
復
旧
復
興
に
貢
献
で

き
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
自
然
災
害

の
猛
威
は
人
間
の
賢
し
ら
の
及

ば
ぬ
も
の
と
知
っ
て
い
な
が

ら
、
や
は
り
改
め
て
痛
感
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
自
然
と
の
共

生
を
う
た
う
神
道
こ
そ
が
、
活

動
期
に
入
っ
た
日
本
列
島
に
住

む
我
々
自
身
を
救
う
こ
と
が
で

き
る
と
信
じ
て
い
ま
す(

宜) 

新 

役 
員 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

発 

行 
岩
手
県
神
道
青
年
会 

住 

所 
一
関
市
釣
山
一
九 

八
幡
神
社
社
務
所
内 

電 

話
・F

A
X
 

〇
一
九
一
―
二
三
―
二
九
〇
六 

祝
ご
結
婚
！ 

祝
ご
誕
生
！ 


